
こうさ広 報

No.535
February 2014

次世代を担う新成人が集う 
【こうさの話題】平成26年甲佐町成人式

２
CONTENTS

●04・トピックス　本町出身のプロスポーツ選手が子どもたちと交流

●06・こうさの話題　福祉避難所指定の協定を締結

●08・町からのお知らせ　町・県民税、国保税の申告の時期です

●10・私のおすすめ図書　金森 徹さん (上早川三区 )

●20・Kosa Style　肥後狂句・北川須美子さん、廣田洋子さん

kosa535-01.1.00.indd   1 2014/01/29   14:00:05



Public Relations KOSA
January 2013 2

美
味
し
い
食
事
で

　す
べ
て
の
人
を
笑
顔
に

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
こ
の
よ

う
に

大
な
成
人
式
を
催
し
て
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の

年
間
た
く
さ
ん

の
方
々
に
支
え
ら
れ
成
長
で
き
た

こ
と
を
本
当
に

し
く

い
ま
す
。

　

現
在
、

は

免
許
を
取

す
る
た
め

大
学
に
通
っ
て

い
ま
す
。

を
目
指
し
た
の

は
、

い

に
入

し
、
そ
の
時

の
食
事
が

味
し
い
と

え
ず

を
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
お
い
し
い
食
事
を
通
し
て
、

齢
者
や

者
の
方
々
が
健

で

る
い
生
活
を
送
る
た
め
の
支
え

に
な
り
、
す
べ
て
の
人
を
笑
顔
に

し
た
い
と

っ
て
い
ま
す
。

　

月
か
ら
は

と
し
て
社

会
人
に
な
り
ま
す
。
社
会
人
と
し

て
の
自

を
持
ち
、

心
を

れ

ず
、
人
の
役
に

て
る
よ
う

力

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、

い

か
ら
見

っ

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、

生
方
、
友
人
、
そ
し
て
家
族
に

大村 衿加さん

〔仁田子区〕

次世代を担う新成人が集う
26
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感

し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩

ん
で
い
こ
う
と

い
ま
す
。

成
人
の
日
を
迎
え
て

　
本
日
は
、

の
た
め
に

大

な
式

を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

の
こ
の
20
年
間
を
振
り

る

と
、

山
の
人

に
支
え
ら
れ
て

き
た
事
を
も
の

く
実
感
し
ま
す
。

　

が
小
学
生
の

は
、
同

生

が
５
人
と

し

し
い

い
を
し

ま
し
た
が
、
そ
の
分
地
域
の
方
々

の
温
か
さ
や

い
や
り
を
実
感
し

ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
で
人
を

い
や
れ

る
よ
う
に
成
長
で
き
、

日
人
と

協
力
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、

が
地
域
の

方
々
や
友
人
、
家
族
に

し
が

で
き
る
よ
う
日
々

ご
し
て
い
き

た
い
と

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
ま
で

を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
み
な
さ
ま
、

生
方
、
友
人
に
心
か
ら
感

申
し
上
げ
ま
す
。

増田 圭佑さん

〔上揚区〕
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●
高
崎
投
手
ら
に
よ
る
野
球
教

　
室
が
開
催

　
12
月
27
日
（
金
）
甲
佐
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
プ
ロ
野
球
選
手

の
高
崎
健
太
郎
投
手
ら
に
よ
る
少

年
野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
崎
投
手
は
、
白
旗
小
で
野
球

を
始
め
、
甲
佐
中
、
鎮
西
高
を
経

て
、
社
会
人
野
球
の
日
産
自
動
車

で
活
躍
。
平
成
19
年
に
プ
ロ
野

球
・
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
（
現
横

浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
に

入
団
し
、
昨
季
は
20
試
合
に
登
板

し
て
２
勝
を
上
げ
、
防
御
率
５
・

83
。
通
算
７
年
で
、
21
勝
34
敗
１

セ
ー
ブ
９
ホ
ー
ル
ド
、
防
御
率

４
・
13
の
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
同
教
室
は
、
同
投
手
後
援
会

（
奥
名
克
美
会
長
）
が
主
催
し
、

約
90
人
が
参
加
。
野
球
の
基
礎
に

つ
い
て
、
実
技
を
交
え
て
子
ど
も

た
ち
に
指
導
し
ま
し
た
。

●
藤
本
康
太
・
大
選
手
に
よ
る

　
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催

　
１
月
３
日
（
金
）
同
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
・

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
に
所
属
す
る
藤
本

康
太
選
手
と
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
に

所
属
す
る
弟
の
藤
本
大
選
手
に
よ

る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
兄
の
康
太
選
手
は
、
平
成
17
年

に
熊
本
国
府
高
を
卒
業
し
て
セ

レ
ッ
ソ
大
阪
に
加
入
し
、
現
在
は

同
チ
ー
ム
の
主
将
と
し
て
活
躍
。

弟
の
大
選
手
は
、
大
津
高
か
ら
流

通
経
済
大
に
進
学
し
、
昨
季
に
ロ

ア
ッ
ソ
熊
本
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
甲
佐
町
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
Ｉ
・
Ｙ
Ｏ

Ｕ
（
あ
ゆ
）
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

（
園
田
恵
二
会
長
）
が
主
催
。
約

70
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
両
選
手

と
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

本町出身のプロスポーツ選手が子どもたちと交流
甲佐小学校グラウンドで野球およびサッカー教室を開催

ト ピ ッ ク ス

▲野球の基礎を指導する高崎投手（右）

▼

藤
本
康
太
選
手
（
中
央
右
）、
藤
本
大
選
手
（
同
左
）
と
交
流
す
る
子
ど
も
た
ち
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■
国
保
税
の
納
め
忘
れ
に
ご
注
意

　く
だ
さ
い

　

民
健

保
険
税
は
、

民
健

保

険
会
計
の
収
入
の
16
㌫
（
３

２
，

４
４
１
万
円
）
を

め
る

重
な
財

で
す
。

　

・
県
な
ど
の
補

金
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の

保
税
が

保
の

保
険

を
支
え
て
い
ま
す
。
必
ず
納

内
に

納
め
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
お
早

　め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

長

間
滞
納
す
る
と
、
未
納

間
に

応
じ
て
被
保
険
者
証
の

間
が

い
「

被
保
険
者
証
」
が

付
さ
れ
、

が
切
れ
る
た
び
に
町
住
民
生
活
課

お
よ
び
町
税
務
課
で
納
税
相
談
を
し
て

新
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、

害
や

業
な
ど
、

別

な
事
情
も
な
く
滞
納
が
続
く
と
、「
被

保
険
者
資

証

書
」
が

付
さ
れ
、

費
の
支

い
を
一

全
額

し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入

時
に
支

う

費
の

自

額
が

度
額
ま
で
で

「

度
額

用
認
定
証
」
の

付
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が

な

と
き
に
は
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
お

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
国
保
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替

　が
便
利
で
す

　

保
税
の
納
付
は
、

で
安
心
、

確
実
な
口

振

を
お
勧
め
し
ま
す
。

口

振

に
す
れ

、

回
納
め
に
行

く
手
間
が

け
、
納
め

れ
の
心
配
も

な
く
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
手
続
き
は
、
上

農
業

協
同
組
合
、

後

行
、

局
で
取

り

っ
て
い
ま
す
。

▼
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
６
）

klg106@town.kosa.lg.jp

皆 さ ん の 国 民 健 康 保 険 税 が、

国 保 の 医 療 保 険 を 支 え て い ま す！

健康づくり啓発の「肥後にわか」
動画をホームページで公開中！

　町では、国民健康

保険の財政健全化へ

の取り組みの１つと

して、町職員による

「肥後にわか劇」で

の啓発劇を制作しま

した。

　本劇は、町民の皆さんに分かりやすい形で医療費の

削減や生活習慣の改善などに取り組んでいただくきっ

かけとするために、町職員が企画・脚本・撮影・編集

を全て手掛けて制作したものです。

　町内の行政区で国保財政の健全化に関して説明する

座談会などで上映し、ご自身の医療費削減や健康増進

について考えていただくようご紹介しました。町公式

サイト（http://www.town.kosa.kumamoto.jp/) で動画も

公開しています。

　また、本劇のＤＶＤは、町教育委員会社会教育課で

貸し出しているほか、各行政区にも配布していますの

で、地域でご活用ください。

　町ではこれからも、国保財政の健全化に抜本的に取

り組んでいきます。皆さんのご理解とご協力をお願い

します。

※ 写真は、メタボリックシンドロームの予防に適度な

運動を勧めるシナリオ②「過ぎたるは及ばざるがご

とし」の一場面。

● 別会計の 24年 額

平成 24 年度決算額：19 億 8682 万円

国保税：16.3％
（３億 2441 万円）

国・県支出金：28.2％
（５億 5968 万円）

前期高齢者交付金：17.0％
（３億 3751 万円）

療養給付費等交付金：5.4％
（１億 797 万円）

共同事業交付金：12.2％
（２億 4329 万円）

一般会計繰入金：13.6％
（２億 6967 万円）

その他：7.3％
（１億 4429 万円）
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12
月
21
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、「
ソ
プ
ラ
ノ
と
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
の
芸
術
に
触
れ
て
感
動
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心

を
は
ぐ
く
み
、
地
域
の
文
化
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
教
育
委
員

会
が
実
施
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
辻
由

美
子
さ
ん
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の

德
田
香
南
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
奏
者
の
後

藤
百
合
さ
ん
が
、
家
族
連
れ
な
ど
約

70
人
に
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の

雰
囲
気
を
届
け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ド
レ
ー
な
ど
が
演
奏
さ
れ
た
ほ
か
、

「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」
や
「
き
よ
し

こ
の
夜
」
な
ど
を
観
客
と
一
緒
に
歌

う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

　12月18日（水）町生涯学習センター研修

室で、町と社会福祉法人綾友会（谷田理一郎

理事長）とで福祉避難所の指定に関する協定

書の調印式が開催されました。

　災害発生時において、避難先で特別な配慮

が必要な高齢者や障がい者などの要援護者を

支援することが目的。同協定で、西寒野の特

別養護老人ホーム桜の丘が要援護者の受け入

れ施設に指定されました。

　町では今後も、同避難所を増やすための協

定の締結に取り組んでいきます。

ピアノコンクールで九州大会へ
県本選で齊藤さんが金賞、井上くんが優秀賞

クリスマスの雰囲気を堪能
町生涯学習センターでコンサートを開催

福祉避難所指定の協定を締結
町と特別養護老人ホーム桜の丘とで調印

▼県本選で優秀賞を受賞した井上くん（左）と金賞を受賞した齊藤さん

▲協定書の調印後に握手を交わす谷田理事長（左）と奥名町長

▼

ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
調
べ
で
魅
了

　

12
月
25
日
（
水
）・
26
日
（
木
）

熊
本
市
で
、
第
23
回
グ
レ
ン
チ
ェ

ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
熊
本
大
会

本
選
が
開
催
さ
れ
、
齊
藤
帆
香
さ

ん
（
龍
野
小
２
年
・
下
横
田
区
）

が
金
賞
を
、
井
上
聖
堂
く
ん
（
甲

佐
小
６
年
・
岩
下
二
区
）
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
予
選
・
本

選
が
全
国
約
１
３
０
会
場
で
開
催

さ
れ
、
延
べ
４
万
人
が
出
場
す
る

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
グ
レ
ン

チ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
研
究
会
が
主
催
。

２
人
は
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
県

予
選
を
通
過
し
て
、
本
選
に
出
場
。

３
月
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
九

州
地
区
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

小
学
１
・
２
年
Ａ

コ
ー
ス
に
出
場
し
た
齊

藤
さ
ん
は
「
県
本
選
で

は
緊
張
し
た
け
ど
、
練

習
し
て
き
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
弾
け
た
。
九

州
大
会
で
も
楽
し
く
弾

き
た
い
」
と
話
し
、
小

学
５
・
６
年
Ａ
コ
ー
ス

に
出
場
し
た
井
上
く
ん

は
「
県
本
選
で
は
、
自

分
が
納
得
で
き
る
音
が

出
せ
な
か
っ
た
の
で
、

九
州
大
会
で
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
出

せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
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　１月12日（日）町生涯学習センターで、平成

26年甲佐町成人式が開催されました。

　今年の新成人は、平成５年４月２日～平成６年

４月１日生まれが対象で、町内の対象者は115人。

式典には、91人が出席しました。

　式典では、各地区の新成人代表が新成人全員の

氏名を紹介した後、西坂登町教育委員長が「視野

を大きく広げ、常に高い理想を求めて、社会にお

ける自らの役割を果たしてください」と式辞を述

べ、奥名克美町長が「社会は、日本の将来を支え

る君たちに大きな期待を寄せています」と告辞。

本田新町議会議長と甲佐中学校生徒代表の森口晴

加さん（２年・津志田区）が祝辞を述べました。

　新成人への記念品が鍬田大空さん（西原区）に

贈呈され、 岡直紀さん（下田口区）が「交通安

全宣言」を宣言。最後に、中川慧さん（津志田

区・表紙）が「今後の人生で、立ち止まり、打ち

のめされることもあると思いますが、決してあき

らめず何度も立ち上がり、人として成長を遂げた

いと思います」と「誓いの言葉」を述べました。

▼県本選で優秀賞を受賞した井上くん（左）と金賞を受賞した齊藤さん

　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
・
Ｊ
リ
ー
グ
の
ロ

ア
ッ
ソ
熊
本
が
「
日
本
一
地
域
に
根

ざ
し
た
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
「
火
の
国
も
り
あ
げ

タ
イ
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
市
町
村

に
、
本
町
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ロ
ア
ッ

ソ
の
選
手
た
ち
が
行
政
や
地
域
住
民

と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
を
応
援
し
共
に
熊
本
を
盛
り
上
げ

て
い
く
活
動
で
、
5
年
間
で
全
45
市

町
村
で
の
実
施
を
計
画
。
市
町
村
担

当
と
し
て
３
・
４
選
手
を
任
命
し
、

1
年
間
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参

加
す
る
予
定
で
す
。

　

本
町
に
は
、
本
町
出
身
の
藤
本
大

選
手
（
下
田
口
区
）、
元
日
本
代
表

の
巻
誠
一
郎
選
手
、
フ
ァ
ビ
オ
選
手
、

永
井
建
成
選
手
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　12月25日（水）昨年６月に亡くなった田

上緑さん（浅井区）から龍野小学校、町教育

委員会、甲佐町社会福祉協議会に対して、そ

れぞれ100万円の寄付がありました。

　田上さんが遺言状で「青少年の健全な育成

のために使ってほしい」と、町教育委員会な

どへの寄付を希望されていたことから、今回

の寄付が実現しました。

　町および町教育委員会では、今後も皆さま

からの心温まる寄付金を町の振興のために大

切に使わせていただきます。

ロアッソと共に町をＰＲ
「火の国もりあげタイ！」に本町が選定

町教育委員会などに寄付
田上緑さん（浅井区）

▲町教育委員会などに寄付された田上緑さん（浅井区）

新成人おめでとう　　　　
平成26年甲佐町成人式

▲町生涯学習センター・ホールで開催された平成26年成人式で、新成
人を代表して「交通安全宣言」を宣言する 岡さん ( 写真中央 )

▼

右
か
ら
巻
選
手
、
永
井
選
手
、
藤
本
選
手
、
フ
ァ
ビ
オ
選
手

kosa535-06-07_1.00.indd   7 2014/01/29   14:44:52
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税

町税務課　TEL 096-234-1112（内線 115）　klg105@town.kosa.lg.jp

■
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
本
町
に
住

ん
で
い
る
人
は
、
平
成
25
年
１
月
〜
12

月
の
収
入
に
つ
い
て
申

が
必
要
で
す
。

　

申

し
な
い
と
、
各
種
証

書
が
発

行
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

民
健

保

険
税
の
軽

置
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
26
年
度
に
新
た
に
支

さ
れ

る

時
福
祉

付
金
の
対
象
と
な
る
か

ど
う
か
の

定
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
申
告
相
談
で
の
注
意
事
項

準
備
す
る
も
の

・ 

印
か
ん

・ 

収
入
や
年
金
収
入
が
あ
る
場
合

は
、

収
票
ま
た
は

支

証

書

・ 

事
業
所

（

業
・
農
業
・
不
動
産
）

が
あ
る
場
合
は
、
収
支
計

を
し
て

い
る
収
支
内

書
な
ど

・ 

生
命
保
険
料

除
な
ど
を
受
け
る
場

合
は
、

除
証

書

・ 

害
者

除
を
受
け
る
場
合
は
、

害
者
手
帳
、

手
帳
、

害

者
保
健
福
祉
手
帳
、

害
者

除
対

象
者
認
定
書
な
ど

・ 

費

除
を
受
け
る
場
合
は
、

費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証

書

と
記
入
・
計

み
の

細
書

・ 

寄
附
金

除
を
受
け
る
場
合
は
、
証

書
や
領
収
書

・ 
所

税
の
振

納
税
お
よ
び

付
を

受
け
る
場
合
は
、
各
金
融
機
関
の
口

番
号
（
本
人
名

）
な
ど
の

え

と
、
そ
の
通
帳
に

し
て
い
る
印

か
ん

・ 

税
務
署
が
送
付
し
た
確
定
申

書
な
ど

　

株
や
土
地
の

、
住

入
金

別

除
、

費

除
の
申

を
す

る
人
は
、
事
前
に
町
税
務
課
ま
た
は
税

務
署
で

を
受
け
、
必
要
書

を
ご

の
上
、
申

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　

（
内
線
１
１
５
）

　

klg105@town.kosa.lg.jp

・
熊
本

税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

町・県民税、国保税の
申 告 の 時 期 で す

確 定 申 告 書 の 提 出 は お 早 め に

■町での 日 のお らせ ２月 17 日（月）～ 3 月 17 日（月）

●会 　町生涯学習センター研修室
● 付 　 午前９時～午前 11 時、午後１時～午後４時（日曜日は午前９時～午前 10 時 30 分、午後

１時～午後３時）

２月
行政区名

午前 午後

17 月 広瀬・西原・井戸江 上揚

18 火 谷内・本坂谷・堂ノ原・小鹿・安平

19 水 有安 岩下一・二区

20 木 西寒野

21 金 東寒野 仁田子

24 月 緑町 上豊内

25 火 横田 下豊内

26 水 大町 糸田

27 木 中早川・北早川 芝原

28 金 吉田 早川・南三箇

３月
行政区名

午前 午後

２ 日 平日に来ることができない人

３ 月 辺場・古閑・八丁・山出 田原・和田内

４ 火 船津

５ 水 津志田

６ 木 中山 麻生原・世持

７ 金 下田口 上田口

10 月 府領・北原

11 火 中横田

12 水 下横田

13 木 浅井 上早川五区

14 金 上早川四区 上早川二区

17 月 上早川三区 上早川一区

※ ２月 21 日（金）、28 日（金）、３月５日（水）は、税理士
も相談に応じます。株や土地の売買、消費税の申告や資産
税についてのご相談がある人はぜひご利用ください（受付
は午後３時まで）。

※内容によっては、税務署で申告していただくことがあります。

町での申告相談日程は２月 17日（月）～３月 17日（月）です。午前中は特に混雑が予想されますので、ご注意ください。
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 241）　klg202@town.kosa.lg.jp

■
「
イ
ク
メ
ン
」
な
ど
の
皆
さ
ん
を

　
ご
紹
介

　

同
参
画
に
つ
い
て
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
家
事

（
カ
ジ
ダ
ン
）」、「

（
イ
ク
ジ
イ
）」、

「
イ
ク
メ
ン
」
の
皆
さ
ん
を
ご

し

ま
す
。

■
子
ど
も
は
「
町
の
宝
物
」 

　
み
ん
な
で
育
児
に
取
り
組
も
う

　

「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う

が

行

に
選

れ
た
の
は
、
２
０
１
０
年
の

こ
と
。
そ
れ
以

、

に
参
加
す
る

性
は
年
々
増
加
し
、
今
で
は

し
く

な
く
な
り
ま
し
た
。
甲
佐
町
で
も
、
同

世
代
や

い
世
代
の
「
イ
ク
メ
ン
」
を

よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
、

事
も

も
全
力
で

や

う
と
い
つ
も
ギ
リ
ギ
リ
の
状

で

が
ん

り
す

て
、
生
活
に
も

が

で
き
ず
、
家

も

事
も
上
手
く
い
か

ず
、
そ
の
結
果
自
分
を

い
込
み
「
イ

ク
メ
ン

」
に
な
っ
て
し
ま
う
方
も
い

る
そ
う
で
す
。

　

は
、
家

と
地
域
の
方
々
が
一

に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

な
り

ま
せ
ん
。
今
、

な
ど
で

ん
で
い

る
方
に
分
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

皆
さ
ん
は
１
人
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

子
ど
も
を

か
っ
た
こ
と
や
、
自
分

と
い

い

な
方
た
ち
と
を
つ
な
い
で

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
深
く
感

し
、

み
ん
な
で
子
ど
も
を

て
て
い
か
な
け

れ

と

う
今
日
こ
の
ご

で
す
。
な

な
ら
、
子
ど
も
は
「
町
の
宝
物
」
だ

か
ら

。（
甲

さ
ん
・

下

区
）

■
家
事
や
子
育
て
に
奮
闘
す
る
様
子

　
を
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　

性
の
皆
さ
ん
方
が
日
ご

の
家
事

や
子

て
に

さ
れ
て
い
る
様
子
を

ご

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応

す
る
際
は
、

お
よ
び
子

て
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
を
町
総
務

課
ま
で
ご

出
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
４
１
）

家事や子育てに奮闘する
男 性 を ご 紹 介 ③

自分を追い込まず、育児に取り組むことが大切

福
祉

町福祉課　TEL 096‒234‒1114( 内線 144)  klg205@town.kosa.lg.jp

　

時
福
祉

付
金
と
は
、
４
月
か
ら

の
消
費
税

引
き
上
げ
に

い
、
所

の
低
い
人
へ
の

を

し
て

定

的
、

時
的
に

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

 

給
付
対
象
者

　

平
成
26
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（

）
が
課
税
さ
れ
な
い
人

※ 

ご
自
身
を

し
て
い
る
人
が
課
税

さ
れ
る
場
合
や
、
生
活
保

度
の

被
保

者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど

は
対
象
外
で
す
。

 

給
付
額

　

付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

※ 

付
対
象
者
の
う
ち
、
老
齢
基
礎
年

金
、

害
基
礎
年
金
、

族
基
礎
年

金
、

手
当
、

別

害
者

手
当
の
受

者
な
ど
に
対
し
て
は
、

５
，
０
０
０
円
が
加

さ
れ
ま
す
。

申
請
手
続
き

　

申

は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
の

基

日
現
在
で
住
民

さ
れ
て
い
る

市
町
村
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
申

の
受
付
時

や
手
続

き
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

広
報

こ
う
さ

、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
す
る

定
で
す
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
詐
欺
に
注
意

　

時
福
祉

付
金
の
支

な
ど
に

際
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
お
願
い

す
る
こ
と
は

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・  

（

行
、
コ
ン

な
ど
に

設
置
し
て
い
る
現
金
自
動

機
）

の

作
の
お
願
い

・ 
付
の
た
め
の
手
数
料
の
振
込
み

・ 

世
帯

成
や
口

番
号
な
ど
の

人

情
報
の

会

　

を
自
分
で

作
し
て
、

人

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と

は

対
に
で
き
ま
せ
ん
。

付
を

っ

た
振
り
込
め
詐
欺
や

人
情
報
の
詐
取

に
ご

意
く
だ
さ
い
。

　

市
町
村
や

生
労
働

の

員
な
ど

を
か
た
っ
た
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

り
、

が
届
い
た
り
し
た
ら
、

わ

ず
警
察
に
ご
連

く
だ
さ
い
。

▼
ご
相
談
先

・
御
船
警
察
署

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

・
警
察
相
談
専
用
電
話

　

TEL

９
１
１
０

給 付 金 の お 問 い 合 わ せ は 町 福 祉 課 ま で

臨 時 福 祉 給 付 金
給 付 の お 知 ら せ

kosa535-08-09_1.00.indd   9 2014/01/29   14:43:14
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　　　本史の中で、幕末から明治

　　　維新にかけてのできごとは、

戦国時代から徳川時代に至るまで

と並び、歴史小説として最も取り

上げやすい時代ではないかと思い

ます。それは、日本の歴史の大き

な転換点であるがゆえに、歴史に

名を残す人が多く登場し、それら

一人ひとりが物語の主人公として

取り上げるに足る生き方をした人

だからだと思われます。またそう

いう人を取り

巻く人の中に

も、それを支

えた人が多く

存在したのも

事実でしょう。

　この小説は、

そういう人の

一人、徳川慶

喜の正妻・美賀子（みかこ）を主

人公にした物語です。女性の側か

らの物語ですから、女性の心の葛

藤も多く出てきますが、女性から

見た歴史も興味のあるところです。

　最もわたしの興味をひいたのは、

大河ドラマ『八重の桜』でもあっ

たように、慶喜が薩長連合との戦

のために大阪城に籠（こ）もり、

出陣を控えていたにも拘（かか

わ）らず、突然近臣だけを引き連

れて江戸へ帰ってしまったことの

理由です。慶喜は卑怯者（ひきょ

うもの）呼ばわりされてもその理

由を明かしませんでしたが、内戦

が終結し、明治国家が確立して後、

20年近く経ってから、美賀子が乳

がんを患い、手術を嫌がるのを説

得する条件として、美賀子に請わ

れてその理由を明かしました。皆

さんも、この本を読んで是非その

理由を明らかにしてください。

日 R
ea

d T
his S

tory!

〜 My Favorite Story 〜

私のおすすめ図書
 『正妻』（上・下巻）（林 真理子著）

金森 徹さん
〔上早川三区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

少女失踪事件を捜査する刑事・

相馬は、現場で奇妙な印を発見

し、23年前の苦い記憶をよみ

がえらせる。台風一過の翌日、

川岸にランドセルを置いたまま、

親友は消えた。奇妙な印を残し

て…。意外なストーリー展開と

畳み掛けるように深まっていく

謎、少年たちのみずみずしい夏

休みの描写に引き込まれ、切な

さに胸が締め付けられます。 

角川書店

小説

23年前の夏、少年に何が起こったのか
太田 愛著 /『幻夏』 

失敗しないためのポイントが満載
熊谷 裕子著 /『失敗しない！チョコレート菓子のテクニック』

おにぎりを食べさせるためにオニが奮闘
シゲタ サヤカ作 /『オニじゃないよおにぎりだよ』

おにぎり好きのオニたちが、人

間の落としたおにぎりを拾って

食べて、大ショック！「ひどす

ぎる！こんなまずいおにぎりを

食べているなんて！おれたちが

本当のおにぎりの味をおしえて

やる！」とがんばりますが…。

ユーモアあふれるストーリーと

イラストで、子どもから大人ま

で幅広い年齢層が楽しめる絵本。

読み聞かせにもおすすめです。

えほんの社

児童書

ほぼ毎日更新されるカリスマ主

婦の人気ブログ「７人家族の真

ん中で。」の中から、介護のエ

ピソードを抜粋して再編集。現

在、著者のバニラファッジさん

は、要介護４で認知症のしゅう

とめと、要介護５で体の不自由

なその妹の２人を自宅で介護中。

しかも、３人の子育て中！これ

を読めば、在宅介護に抱いてい

る印象が変わるかもしれません。

主婦と生活社

一般書

在宅介護に抱いている印象が変わる
バニラファッジ著 /『スーパー嫁の汗と笑いの在宅介護』

簡単そうに見えるので、チョコ

レート菓子からお菓子作りに入

る人は多いですが、うまく作れ

ないことも多いのがチョコレー

ト菓子。ムース・ショコラ、

シャンティ・ショコラ、ガナッ

シュなどのチョコレート菓子の

特徴と、失敗しないためのポイ

ントを解説。作り方を手順写真

とともに丁寧に紹介しています。

バレンタインにいかがでしょう。

旭屋出版

娯楽教養

江戸時代、最後の将軍となった徳川慶
喜に嫁いだ公家の姫、美賀子。その生
涯を通して、誰も書かなかった幕末の
動乱と人間の深淵を描く歴史小説。

今月の案内人
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Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

教 科 書 の 今 昔

　今は、「士・農・工・商」という

言葉は、小・中学校の教科書からほ

ぼ完全に消えてしまいました。それ

にならって高校の教科書からも消え

始めています。

　教科書に部落問題が登場してか

ら 40 年が経過しました。しかし、

その 40 年の中で、実に 20 年近く、

あるいはそれ以上にわたって、教科

書は一貫して、「士・農・工・商」

というピラミッド型の図式で記述さ

れ、教えられてきました。そのた

め、30代、40 代のほとんどの人が、

その図式を頭の中にすりこまれてし

まっているのではないでしょうか。

しかも、そのすりこまれた誤った見

方や認識を問い直し、変革する場も

機会もほとんど与えられていないの

が現実ではないでしょうか。～中略

～学校現場で発生する賤称語を用い

た差別事件のほとんどが、授業で江

戸時代の身分制度を扱った後だと言

う事実、また、賤称語が相手をおと

しめる意味があることを理解して

使っているという事実を見るとき、

教師自身がピラミッド型で学んでき

ていることを考えると、教師も子ど

もも「ピラミッド型」の部落認識か

ら一歩も抜け出していないのではな

いかと危惧されてなりません。

長い間の教育や啓発によって、

「士・農・工・商」の「ピラミッド型」

の部落認識は広く社会に行き渡って

います。そこからどう脱却していく

か、そのための部落史学習の中身を

どう創造していくか、直面している

最も深刻で緊急な課題といえます。

～ 2013 年度熊本県人権教育研究
　　協議会「研究課題」より

● 館 町 大学など する

　お し み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　klg110@town.kosa.lg.jp

　毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
、
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
研
修
室
で
、
自
主
講
座

「
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、
講
師
の
徳
山
小
巻
さ

ん
（
芝
原
区
）
が
、
受
講
生
７

人
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
は
、
無
理

の
な
い
程
度
に
体
を
ス
ト
レ
ッ

チ
し
な
が
ら
、
体
の
ゆ
が
み
を

解
消
し
、
柔
軟
な
体
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。
静
か
な
音
楽
の
流

れ
る
中
、
ゆ
っ
く
り
体
を
ほ
ぐ

す
時
間
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も

つ
な
が
る
よ
う
で
す
。

　受
講
生
は
、「
日
ご
ろ
か
ら
、

体
を
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
体
重
維
持
も

で
き
て
い
ま
す
」
と
楽
し
そ
う

に
話
し
ま
し
た
。

　随
時
、
見
学
・
入
会
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
の
ぞ
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　１
月
の
子
ど
も
講
座
は
、
18

日
（
土
）
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
、「
新
春
た
こ
揚
げ

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　あ
い
に
く
風
の
弱
い
日
で
し

た
が
、
親
子
連
れ
や
お
孫
さ
ん

を
連
れ
た
人
が
多
数
参
加
。
た

こ
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
作
り
、

熊
や
鳥
の
絵
に
カ
ラ
フ
ル
な

フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
で
色
を
付
け
た

ビ
ニ
ー
ル
製
の
た
こ
や
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
付
い
た
三
角
形
の

洋
だ
こ
「
ゲ
イ
ラ
カ
イ
ト
」
を

高
々
と
手
に
持
っ
て
、
風
上
に

向
か
っ
て
走
り
出
し
ま
す
。

　揚
が
っ
た
た
こ
を
見
上
げ
て

は
糸
を
引
っ
張
り
、
ま
た
走
っ

て
を
繰
り
返
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
真
っ
赤
な
顔
で
河
川
敷
を

駆
け
回
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
教
室

▼

公
民
館
自
主
講
座

新
春
た
こ
揚
げ
大
会

▼

主
催
講
座
「
子
ど
も
講
座
」

▲毎週水曜日に開催されている

「ストレッチヨガ教室」

▲中甲橋グリーンパークで開催

された「新春たこ揚げ大会」

　　　　　

▲

町公民館からのご案内

第17回甲佐町公民館大会

●日時

　２月22日（土）午前９時～正午

●場所

　町生涯学習センター・ホール

●実践発表

　津志田公民館

●講演

　演題「黒川温泉の町づくり」

　講師・後藤健吾さん（前黒川温

　泉観光旅館協同組合長）

●表彰式

　行政区対抗ふるさと自慢看板コ

　ンテスト

※一般の人もどうぞご参加くださ

　い。

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
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❖
甲
佐
町
は
肥
満
者
の
多
い
町

　平
成
24
年
度
に
小
・
中
学
校
で
行
わ

れ
た
健
康
診
断
の
結
果
、
本
町
は
郡
内

で
肥
満
傾
向
の
子
ど
も
が
１
番
多
い
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
男
子
で
は
13
・
６
㌫
が
肥
満
傾
向

に
あ
り
、
10
㌫
を
超
え
て
い
る
町
は
ほ

か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
平
成
22
年
度
に
特
定
健
診

を
受
診
し
た
町
内
の
40
〜
74
歳
の
１
，

８
５
５
人
の
う
ち
、
19
・
７
㌫
が
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
し
ま

し
た
。
全
国
平
均
と
比
較
し
て
、
男
性

は
約
１
・
５
倍
、
女
性
は
約
２
倍
ほ
ど

メ
タ
ボ
該
当
者
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

特
に
40
〜
44
歳
の
女
性
で
は
、
全
国
平

均
の
９
倍
以
上
の
人
が
該
当
す
る
と
い

う
衝
撃
の
結
果
で
し
た
。

❖
自
分
の
肥
満
度
を
計
算
し
て
み
ま

　
し
ょ
う

　肥
満
と
は
、
体
内
に
脂
肪
が
過
剰
に

蓄
積
し
た
状
態
で
す
。
日
本
肥
満
学
会

で
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
を
肥
満
と
し
て
お

り
、
身
長
と
体
重
か
ら
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　体
重
（
㌕
）
÷
身
長
（
㍍
）
÷
身
長

（
㍍
）
＝
あ
な
た
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ

❖
「
肥
満
症
」
は
立
派
な
病
気

　肥
満
そ
の
も
の
は
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
健
康
障
害
を
伴
っ
て
い
る

場
合
は
「
肥
満
症
」
と
診
断
さ
れ
、
減

量
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
肥

満
者
の
約
８
割
が
何
ら
か
の
健
康
障
害

を
伴
っ
て
お
り
、
今
は
健
康
障
害
を
伴

わ
な
い
人
も
、
将
来
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。

❖
肥
満
の
原
因
は
エ
ネ
ル
ギ
ー 

　
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ

　食
事
か
ら
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

基
礎
代
謝
や
活
動
で
成
り
立
つ
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
よ
り
多
く
な
る
と
、
過
剰
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脂
肪
に
変
換
さ
れ
、
蓄

積
さ
れ
ま
す
。
わ
ず
か
な
食
物
摂
取
の
増

加
や
運
動
不
足
が
積
み
重
な
る
と
、
体

重
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
増
加
し
ま
す
。

　肥
満
者
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を

赤
字
に
す
る
＝
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減

ら
し
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
」

こ
と
が
、体
重
を
減
ら
す
第
一
歩
で
す
。

●
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
ポ
イ
ン

　
ト
は
、
賢
く
食
べ
る
こ
と

　人
は
夜
に
太
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

夜
の
食
事
か
ら
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

多
く
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。「
夕

食
は
食
べ
過
ぎ
な
い
」、「
夕
食
後
に
デ

ザ
ー
ト
は
食
べ
な
い
」、「
夜
食
を
控
え

る
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　夕
食
が
遅
い
時
間
に
な
る
場
合
は
、

少
し
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
た

め
、「
夕
食
か
ら
就
寝
ま
で
は
３
時
間

空
け
る
」、「
夕
食
後
に
体
を
動
か
す
」

な
ど
し
て
、
食
事
↓
運
動
↓
睡
眠
の
リ

ズ
ム
を
習
慣
化
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

●
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
ポ
イ
ン

　
ト
は
、
が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
こ
と

　運
動
を
が
ん
ば
ろ
う
と
し
て
も
、
な

か
な
か
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
お

勧
め
し
た
い
の
は
、「
な
が
ら
運
動
」

で
す
。
こ
の
運
動
の
基
本
は
「
有
酸
素

運
動
・
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
」
の
３

つ
で
す
。

　移
動
す
る
と
き
、「
ち
ょ
っ
と
素
早

く
動
く
」
こ
と
で
心
肺
機
能
を
高
め
、

疲
れ
に
く
い
体
を
つ
く
り
ま
す
。
ま

た
、
日
常
生
活
の
動
作
の
中
に
筋
ト
レ

を
取
り
入
れ
、「
ち
ょ
っ
と
力
を
込
め

て
、
ゆ
っ
く
り
行
う
」
こ
と
で
基
礎
代

謝
を
上
げ
、
太
り
に
く
い
体
質
に
し
ま

す
。
さ
ら
に
生
活
の
合
間
に
ス
ト
レ
ッ

チ
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
、「
ち
ょ
っ

と
大
き
く
伸
ば
す
」
こ
と
で
血
行
を
良

く
し
、
新
陳
代
謝
を
高
め
ま
す
。

　町
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
校
や
地
域
全

体
で
も
、
楽
し
く
肥
満
予
防
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

肥
満
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
体
内
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
考
え
ま
し
ょ
う

あ
ゆ
み
だ
よ
り

肥満 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診断などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

本町の小・中学生は郡内で一番肥

満傾向にあり、また、40～44歳の
女性は全国平均の９倍以上の人が

メタボリックシンドロームに該当

するという結果が明らかになりま

した。肥満症にならないためのエ

ネルギー収支を考えてみましょう。

今月の「あゆみだより」は

藤本 佑子 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
２月の子育て支援カレンダー

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

３日（月） 豆まき

５日（水） 切り紙遊び

７日（金） 戸外遊び

10日（月） ボウリング遊び

12日（水） 散歩（牛舎見学）

14日（金） おやつ作り（バレンタインチョコ）

17日（月） ブロック遊び

19日（水） 誕生会（要予約）

21日（金） 粘土遊び

24日（月） 製作遊び（ひな飾り）

26日（水） 戸外遊び

28日（金） ままごと遊び

３月３日（月） ひな祭り

５日（水） 積み木遊び

�育児相談（月～金曜日 )

�体験保育（午前９時30分～正午）

２・３月の保健活動

　●会 　町 合 センター

　 か月

　　２月20日（木）　午前９時

　　３月20日（木）　午前９時

　 か月

　　２月20日（木）　午前10時

　　３月20日（木）　午前10時

　 10か月 教

　　２月７日（金）　午前９時30分

　 １ か月

　　２月４日（火）　午後１時

　　３月４日（火）　午後１時

　 ２ い の

　　２月28日（金）　午前９時30分

　 ３

　　２月４日（火）　午後１時20分

　　３月４日（火）　午後１時20分

　 不 ポ 種

　　２月６日（木）　午後１時30分

　　３月６日（木）　午後１時30分

　 ３種 合 種

　　２月14日（金）　午後１時30分

　　３月18日（火）　午後１時30分

　 種

　　３月14日（金）　午後１時30分

ハーグレーブ 愛
あり

珠
す

 ちゃん（１歳）

　父・トッド さん　母・明美 さん

　（岩下一区）

ダディと一緒のおふろが

　　　　　　　　大好きです♡　

● 、 、 など

　 するご ・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　klg113@town.kosa.lg.jp

畑田 佳
けい

輔
すけ

 くん（１歳）

　父・季晋 さん　母・渚 さん

　（下横田区）

　お兄ちゃんお姉ちゃんと

　　　　　仲良くあそんでね！！

井上 美
み

怜
れい

 ちゃん（11か月）

　父・寛崇 さん　母・美恵 さん

　（緑町区）

　元気いっぱい

　　　スクスク育ってね！！

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

７日（金） 手作りおもちゃ

21日（金） おひなさま作り

�園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

�園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

�園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

�園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL 096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL 096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL 096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL 096-234-0755

●町民センター

　 TEL 096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL 096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL 096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL 096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL 096-282-1955

●御船警察署

　 TEL 096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL 096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL 096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL 096-282-0016

●県庁

　 TEL 096-383-1111（代表）
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町
で
は
、
農
村
地
域
の
今
後
の

振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
12

月
か
ら
「
甲
佐
町
農
村
振
興
基
本

計
画
」
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
策
定
で
は
、
地

域
の
現
状
や
地
域
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
整
理
し
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
町
が
今
後
目
指
す
べ

き
方
向
お
よ
び
重
点
目
標
、
各
種

施
策
の
展
開
な
ど
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
計
画
的
に
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

近
況
に
お
け
る
問
題
や
課
題
、
意

向
、
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
て
計

画
内
容
に
反
映
す
る
た
め
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
、
２
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
実
施
し
ま
す
。
今
後
の
農
村
振

興
を
図
る
た
め
の
基
礎
調
査
と
な

り
ま
す
の
で
、
調
査
票
が
配
布
さ

れ
た
方
は
、
ご
多
忙
の
中
大
変
ご

面
倒
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
回

答
と
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
産
業
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　

（
内
線
１
５
４
）

　

klg206@town.kosa.lg.jp

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
住
民
票
に

方
書
（
ア
パ
ー
ト
名
、
施
設
名
、

○
○
様
方
な
ど
）
の
記
載
を
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住
民
基
本

台
帳
事
務
処
理
要
領
に
基
づ
き
、

２
月
24
日
（
月
）
か
ら
住
民
票
へ

の
方
書
の
記
載
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
世
帯

主
様
宛
て
に
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
記
載
例

・
２
月
23
日
（
日
）
ま
で

　

甲
佐
町
大
字
豊
内
７
１
９
番
地
４

・
２
月
24
日
（
月
）
か
ら

　

甲
佐
町
大
字
豊
内
７
１
９
番
地
４

　

○
○
○
ア
パ
ー
ト　

１
０
２

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
１
）

　

klg106@town.kosa.lg.jp

　

町
で
は
、
平
成
24
年
４
月
に
郡

内
４
町
（
甲
佐
町
、
嘉
島
町
、
御

船
町
、
山
都
町
）
の
広
域
連
携
に

よ
る
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

専
門
の
相
談
員
を
配
置
し
た
身

近
な
窓
口
と
し
て
、
相
談
件
数
が

大
幅
に
増
加
し
、
相
談
内
容
は
複

雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

今
後
と
も
継
続
的
に
消
費
者
行
政

の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
４
町
の

連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
相
談
窓

口
の
充
実
と
啓
発
活
動
に
力
を
い

れ
て
い
き
ま
す
。

▼
相
談
窓
口
の
開
設
場
所
・
日
程

　

火
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午

後
４
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

・
火
曜
日

　

御
船
町
役
場

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
１

・
水
曜
日

　

嘉
島
町
役
場

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
７
‐
１
１
１
２

・
木
曜
日

　

町
老
人
い
こ
い
の
家

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３

・
金
曜
日

　

矢
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
７
‐
７
２
‐
３
１
３
３

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
４
）

　

kl
g
205

@
tow

n
.ko

s
a.l

g.jp

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

２月２日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248
２月９日 桃 崎 整 形 外 科 TEL096-235-8111
２月16日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161
２月23日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248
３月２日 小 屋 迫 医 院 TEL096-234-0165

doctor

町税などの滞納処分（12月分）
種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ０件

動 産 差 し 押 さ え ０点

債 権 差 し 押 さ え 754,022円

不 動 産 差 し 押 さ え ２件

交 付 要 求 １件

tax

ｉ
お
知
ら
せ

農
村
振
興
を
図
る
た
め
の
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

２

月

24

日
（

月

）

か

ら

住
民
票
に
方
書
を
記
載
し
ま
す

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

消

費

生

活

相

談

窓

口
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平
成
26
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
け
付
け
が
３
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

団
体
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の

皆
さ
ん
で
加
入
で
き
、
活
動
中
お

よ
び
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
を

補
償
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支

　

部

　

TEL
０
９
６
‐
２
１
３
‐
９
０
１
５

　

県
の
最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
改
定
後
の
最
低
賃
金

○
地
域
別
最
低
賃
金

・
熊
本
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
６
６
４
円

○
産
業
別
最
低
賃
金

・ 

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額
７
１
７
円

・ 

自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業
、

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

　

時
間
額
７
６
７
円

・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

時
間
額
７
０
３
円

▼
効
力
発
生
日

・
地
域
別
最
低
賃
金

　

平
成
25
年
10
月
30
日
（
水
）

・
産
業
別
最
低
賃
金

　

平
成
25
年
12
月
15
日
（
日
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

　

「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
25
年
度
寄
附
金
額
合
計

　

４
７
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
１
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　町
企
画
財
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

（
内
線
２
３
６
）

　

kl
g
104

@
tow

n
.ko

s
a.l

g.jp

クリーンセンターへのごみ搬入量（12月分）
種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 199,610 15,390 2,910

資 源 ご み 34,090 15,100 3,420

粗 大 ご み 6,700 2,980 820

合 計 240,400 33,470 7,150

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数
種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ０ （△１）

死 者 ０ （△１）

傷 者 ０ （０）

平成26年１月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数
種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （０）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （０）

合計件数 ０ （０）

平成26年１月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

甲佐城跡は、自然地形を利用し

た上豊内にある城跡で、標高 90

㍍の丘陵上に築かれています。戦

国時代の武将・伊津野秀勝の子で

ある山城守が在城したといわれ、

松尾・豊内城跡とも呼ばれます。

甲佐城には、近年の調査でもう

１人の城主がいることが明らかに

なりました。その人物は恵良 ( 阿

蘇 ) 惟澄（これずみ）であり、阿

蘇大宮司惟時（これとき）の娘婿

で、南北朝の動乱期に一貫して後

醍醐天皇方につきました。中でも、

甲佐岳を拠点に合戦を繰り返し

た記録は多く残り、延元３(1338)

年、足利方の少弐頼尚（しょうに

よりひさ）率いる数千騎の大軍が

甲佐城に攻め入り、惟澄はわずか

30 騎あまりで迎え撃ち、本領を

守りました。豊内地域では激しい

戦いが繰り広げられ、その戦いは

郡浦や阿蘇南郷、阿蘇小国郷まで

広がります。その後、後醍醐天皇

方の勢力が最盛期を迎えました。

地域の要所に築かれた甲佐城

は、その後城主を代え存続しまし

た。その城下には町が形成され、

現在の豊内地域の基礎ができあが

りました。

甲佐町の文化財探訪　〜第９回〜

「甲佐城跡」

古きを訪ねて甲佐町を知る

▲

西
か
ら
見
た
甲
佐
城
跡
遠
景

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　klg110@town.kosa.lg.jp

ｇ

お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

▲

甲
佐
神
社
に
続
く
道
の
要
所
に
位
置
し
ま
す

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

使

用

者

も

労

働

者

も

万
が
一
に
備
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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町税は必ず納期限内に納めましょう

　

県
で
は
、
く
ま
モ
ン
を
新
た
に

「
し
あ
わ
せ
部
長
」
に
任
命
し
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
実
感
の
向

上
や
幸
せ
づ
く
り
を
け
ん
引
・
応

援
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

ス
マ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　

家
族
や
地
域
の
人
々
な
ど
、
自

分
に
と
っ
て
大
切
な
人
た
ち
が
笑

顔
に
な
る
よ
う
な
幸
せ
づ
く
り
の

企
画
や
ア
イ
デ
ア

▼
募
集
期
限

　

２
月
14
日
（
金
）

▼
賞
金

　

最
優
秀
賞
10
万
円
、
優
秀
賞

５
万
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
画
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
１
９

　

税
金
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
家
電
、
雑
貨
な
ど
を
公
売
し
ま

す
。
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
日
時

　

２
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

開
場

▼
会
場

　

県
熊
本
総
合
庁
舎

　

熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町

　

４-

33

▼
公
売
方
法

　

入
札

▼
入
札
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
購
入
代
金

・
運
転
免
許
証
な
ど
（
本
人
確
認

　

が
で
き
る
も
の
）

・
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
す
る

　

場
合
）

・
同
意
書
（
入
札
者
が
未
成
年
の

　

場
合
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　

（
内
線
１
１
４
）

　

klg203@town.kosa.lg.jp

・
県
央
広
域
本
部
税
務
部

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
５
‐
３
０
０
１

　

甲
佐
町
区
長
会
で
は
、
甲
佐
町

行
政
区
対
抗
ふ
る
さ
と
自
慢
看
板

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
町
民
に

よ
る
人
気
投
票
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
作
を
ご

覧
の
上
、
人
気
投
票
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

　

投
票
い
た
だ
い
た
人
の
中
か
ら
、

抽
選
で
２
人
に
賞
品
（
５
，
０
０

０
円
相
当
）
を
贈
り
ま
す
。

▼
投
票
場
所

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
モ
ー
ル

▼
投
票
締
切

　

２
月
16
日
（
日
）

▼
投
票
資
格

　

町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人

※
１
人
１
票
投
票
で
き
ま
す
。

▼
入
賞
作
品
の
決
定
な
ど

　

投
票
の
結
果
や
審
査
委
員
に
よ

る
審
査
を
実
施
し
て
入
賞
作
品
を

決
定
し
、
２
月
22
日
（
土
）
に
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
町
公
民
館
大
会
で
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
、
人
気
投
票
に
参
加

い
た
だ
い
た
人
の
中
か
ら
、
賞
品

を
贈
る
２
人
の
抽
選
を
行
い
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
区
対
抗
ふ
る
さ
と
自
慢
看

　

板
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
（
町
企

　

画
財
政
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

（
内
線
２
３
２
）

　

klg104@town.kosa.lg.jp

　

県
で
は
、
森
林
の
持
つ
多
様
な

ｒ

募
集

幸
せ
に
つ
い
て
考
え
よ
う

ス
マ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

Information

第
10
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験

教

室

を

八

代

市

で

開

催

ｅ

開
催

平
成
25
年
度
県
央
地
区
合
同

公
売
会
を
２
月
15
日
に
開
催

■町税を滞納すると、督促手数料と延滞金も掛かります

　地方税法の改正に伴い、平成26年１月１日～12月31

日の町税の延滞金の割合は、納期限の翌日から１か月以

内の期間については年２. ９㌫、１か月以後の期間につ
いては年９. ２㌫となりました。
　町税の納期限を過ぎることを滞納といいます。滞納と
なった町税を納付するときは、税額のほか督促手数料と

延滞金を納めなければなりません。延滞金は次のように

計算されます（計算された延滞金の額が1,000円未満の

場合は、延滞金は掛かりません）。

　延滞金＝滞納税額×延滞金の割合×納期限の翌日から

　納付までの日数／365日

　延滞金は、納期限内に納付する納税者との公平性を保

つために地方税法によって定められているものです。町

税は、必ず納期限内の納付をお願いします。

※ 平成27年１月１日以降の延滞金の割合については、国

内銀行の直近１年間の新規の短期貸出約定平均金利を

基に、財務大臣が毎年１回告示する割合によって決ま

ります。

●お問い合わせ先

　町税務課　 TEL096-234-1112( 内線113)　
　　　　　　klg203@town.kosa.lg.jp

納期限の翌日から
１か月以内の割合

納期限の翌日から
１か月以後の割合

平成 11年 12 月 31 日
以前

年７. ３㌫ 年 14. ６㌫

平成 12年１月１日～
平成 25年 12 月 31 日

年４. １㌫
～４. ５㌫ 年 14. ６㌫

平成 26年１月１日～
12 月 31 日

年２. ９㌫ 年９. ２㌫

●町税の延滞金の割合

行
政
区
対
抗
ふ
る
さ
と
自
慢

看
板
コ
ン
テ
ス
ト
人
気
投
票
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機
能
や
自
然
の
魅
力
を
県
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
第
10
回
森
林
自
然
観
察
・
体

験
教
室
を
八
代
市
の
「
妙
見
創
造

の
森
」
で
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
２
時
（
午
前
９
時
30
分
～
受
付
）

※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所

　
「
妙
見
創
造
の
森
」
駐
車
場
（
八

　

代
市
妙
見
町
大
平
）

▼
内
容

　

沿
海
部
の
植
生
と
冬
芽
を
観
察
し

ま
す
。
ま
た
、
昼
食
時
に
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
で
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
の
実

演
を
し
ま
す
。

  

▼
募
集
定
員

　

40
人

▼
参
加
費

　

８
０
０
円
（
保
険
料
お
よ
び
資
料

代
、
小
学
生
以
下
２
０
０
円
）

  

▼
申
し
込
み
方
法

　

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
載
し
て
、は
が
き
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
受
付
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

▼
お
申
し
込
み
先

　

県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保
全
班

　

〒
８
６
２-

８
５
７
０
（
住
所

　

記
載
不
要
）

　

FAX
０
９
６
‐
３
８
５
‐
６
２
４
７

　

shinrinhozen@pref.kumamoto.lg.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
森
林
保
全
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
０

　

甲
佐
町
の
田
園
と
里
山
に
囲
ま

れ
た
空
気
の
き
れ
い
な
農
道
を
、

家
族
や
友
だ
ち
と
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
自
然
観
察
や
、

地
域
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
に

も
お
勧
め
で
す
。

▼
日
時

　

３
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
集
合

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所

　

龍
野
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
内
容

・
第
１
部
（
午
前
10
時
〜
午
後
１

　

時
）　

　

た
つ
の
ウ
ォ
ー
ク

　

龍
野
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
（
龍

野
ふ
れ
あ
い
広
場
→
梅
の
花
見
学

→
こ
う
さ
ダ
ッ
シ
ュ
村
→
癒
し
館

ほ
た
る
）
を
歩
き
ま
す
。

・
第
２
部
（
午
後
１
時
〜
午
後
３

　

時
）

　

キ
ン
カ
ン
収
穫
、
た
つ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト（
地
域
物
産
な
ど
の
販
売
）

▼
定
員

　

50
人

▼
参
加
費

　

小
学
生
以
上
５
０
０
円

※
保
険
料
・
軽
食
（
ち
ら
し
寿
司
、

　

す
ま
し
汁
）
代
を
含
み
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

２
月
23
日
（
日
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

風
と
土
の
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
３
７
５
５

　

最
近
、
パ
チ
ン
コ
必
勝
法
や
宝
く

じ
の
当
選
番
号
を
教
え
る
と
称
し
た

電
話
や
メ
ー
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
く
じ
に
必
勝
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
け
話
に
は
用
心

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
未
公
開
株
や
社
債
、
金
融

商
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
り
、

電
話
で
投
資
や
資
金
運
用
の
話
を
持

ち
掛
け
ら
れ
た
り
し
た
ら
、
必
ず
家

族
や
知
人
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

「
相
手
に
電
話
を
し
な
い
」、「
話
に

乗
ら
な
い
」、「
必
ず
相
談
す
る
」
の

３
点
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会　

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～２月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447　klg110@town.kosa.lg.jp

ｃ

く
ら
し
安
全

そ

の

電

話

大

丈

夫
？

も

う

け

話

に

ご

用

心

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

２月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

甲佐小学校体育館・毎週月曜日

２月３日（月）午後７時30分

２月10日（月）午後７時30分

２月17日（月）午後７時30分

２月24日（月）午後７時30分

●少年柔道

甲佐中学校武道館「甲心館」・毎週火・木曜日

２月４日（火）午後７時

２月６日（木）午後７時

２月13日（木）午後７時

２月18日（火）午後７時

２月20日（木）午後７時

２月25日（火）午後７時

２月27日（木）午後７時

●ジュニアバレー

町トレーニングセンター・毎週火・木曜日

２月４日（火）午後６時30分

２月６日（木）午後６時30分

２月13日（木）午後６時30分

２月18日（火）午後６時30分

２月20日（木）午後６時30分

２月25日（火）午後６時30分

２月27日（木）午後６時30分

●卓球

町生涯学習センター・毎週火・水曜日

２月４日（火）午後７時30分

２月５日（水）午後７時30分

２月12日（水）午後７時30分

２月18日（火）午後７時30分

２月19日（水）午後７時30分

２月25日（火）午後７時30分

２月26日（水）午後７時30分

●サッカー教室

緑川グラウンド・甲佐小学校グラウンド・毎週木・土曜日

２月１日（土）午前９時

２月６日（木）午後７時

２月８日（土）時間・場所未定

２月13日（木）午後７時

２月15日（土）時間・場所未定

２月20日（木）午後７時

２月22日（土）午前９時

２月27日（木）午後７時

●バスケットボール教室

甲佐小学校体育館・毎週火曜日

２月４日（火）午後７時30分

２月18日（火）午後７時30分

２月25日（火）午後７時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　 TEL096-234-2447（内線325）

　klg110@town.kosa.lg.jp

▼内容　オランダの伝統的な絵付け技法「アッセンデルフト」の作品展示

▼期間　２月４日（火）～21日（金）

▼主催　甲佐町文化協会

町外から来ていますが、とても楽し

いです。ぜひ皆さんもご参加ください。

楠本 隆昌さん

（御船町）

卓球

ふ
れ
あ
い
・
甲
佐
フ
ッ
ト
パ
ス

た
つ
の
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催

●ヨーロピアンペイント「アッセンデルフト展」
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［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
歳
老
い
て
心
騒
が
す
事
も
無
く
五
年
日
記
も
空
白
多

し�

内
田
乃
武
子

巳
の
年
も
あ
と
僅
か
に
て
午
と
な
る
平
和
な
年
を
吾

れ
送
り
た
し�

緒
方　

明
美

年
越
し
の
宿
り
を
な
せ
る
野
良
猫
は
何
時
し
か
納
屋

を
住
処
と
し
お
り�

吉
永
由
紀
子

恙
な
く
一
日
過
ぎ
る
を
良
し
と
し
て
夕
べ
静
か
に
歌

集
ひ
も
と
く�

森
田　

房
恵

太
陽
の
光
を
浴
び
て
舞
う
雪
の
幻
想
的
な
世
界
に
見

入
る�

上
村
や
す
美

沿
道
の
人
垣
に
い
て
両
陛
下
の
お
姿
仰
ぎ
た
だ
胸
熱

し�

内
山
タ
ミ
エ

老
い
二
人
に
最
早
縁
無
き
ク
リ
ス
マ
ス
手
作
り
ケ
ー

キ
で
気
分
味
わ
う�

塚
原　

暁
益

冬
至
の
日
柚
子
湯
を
浴
び
て
老
い
の
身
も
仄
か
な
香

り
こ
こ
ろ
若
や
ぐ�

松
本
ぬ
い
子

寒
い
夜
の
空
に
明
る
く
月
の
出
て
そ
の
輝
き
に
こ
こ

ろ
洗
わ
る�

赤
星　

文
子

薄
っ
ぺ
ら
な
一
枚
と
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
鮮
や
ぐ
花

に
癒
さ
れ
て
お
り�

赤
星　

延
子

珍
し
き
葉
ボ
タ
ン
飾
る
家
あ
り
て
遠
回
り
し
て
吾
は

楽
し
む�
塚
原　

俊
子

午
後
の
ベ
ル
ゆ
っ
く
り
受
話
器
手
に
取
り
て
話
題
次

第
で
耳
な
え
に
な
る�

上
村　

か
ず

懸
命
に
取
り
組
む
程
の
こ
と
も
無
く
日
々
過
ご
し
お

り
浮
き
雲
の
ご
と�

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
初
夢
」

お
金
で
は
買
え
な
い
す
ご
い
初ゆ

夢め

を
み
る�

松
本
ぬ
い
子

初
夢
嬉
し
富
士
の
お
山
に
初
登
り�

北　
　

仁
子

来
る
年
に
馬
に
ま
た
が
る
初
の
夢�

緒
方　

瑞
枝

不
眠
症
初
夢
見
れ
ず
夜
も
明
け
る�

早　
　

彦
喜

初
夢
で
大
当
た
り
し
た
宝
く
じ　
　

�　

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
明
け
る
」

年
明
け
て
感
動
も
無
し
老
い
独
り　

�　

林　
　

雅
之

初
詣
で
お
み
く
じ
開
き
吉
と
出
る　

�　

古
閑
チ
ヨ
ミ

年
明
け
て
社
の
森
の
清
ら
か
さ　
　

�　

布
田　

愛
子

何
も
か
も
終
え
て
風
呂
場
で
夜
が
明
け
る�

伊
豆
野
ヤ
エ

年
明
け
て
変
わ
る
こ
と
な
し
老
い
の
日
々�

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

す
び
く
ね
ぇ　

豚
汁
の
よ
う
売
る
る
こ
つ�

み
ど
り

若
々
し
さ　

嫁
に
は
負
け
ん
ヘ
ア
カ
ラ
ー�

千　

恵

失
礼
ね
ぇ　

す
ぐ
奥
さ
ん
と
比
較
さ
す�

直　

美

う
た
ご
よ
み　

～�

如
月�

～

高崎健太郎投手（後列左）による少年野球教室（甲佐小学校グラウンド）

　■
お
問
い
合
わ
せ
先

　町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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「
せ
っ
か
く
熊
本
に
住
ん
で
い
る

ん
だ
か
ら
、
熊
本
弁
で
表
現
で
き
る

肥
後
狂
句
に
取
り
組
み
た
か
っ
た
」

と
話
す
の
は
、
今
月
号
の
「
こ
う
さ

ス
タ
イ
ル
」
で
、
肥
後
狂
句
の
魅
力

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
廣
田
洋
子
さ

ん
。
同
じ
く
お
話
し
て
い
た
だ
い
た

北
川
須
美
子
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

句
に
触
れ
る
こ
と
で
「
こ
ん
な
熊
本

弁
も
あ
っ
た
の
か
」
と
発
見
す
る
こ

と
も
あ
る
と
話
し
ま
す
。「
言
葉
は

使
わ
な
い
と
忘
れ
て
い
く
の
で
、
若

い
人
た
ち
に
残
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
、
未
来
を
担
う
若
者
が
引
き

継
い
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
町
内
の
新
成
人
は
１
１
５

人
。
自
分
の
希
望
す
る
人
生
を
歩
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
、
新
成
人

の
親
御
さ
ん
や
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
、
町
民
全
体
の
願
い
で
も
あ
り
ま

す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
自
分
や
周
囲
の
人
を
大
切
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。�

（
か
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

豊　内　豊田　陽
はる

翔
と

　男　祐　也

大　町　大村　　葵
あおい

　男　純　一

船　津　山下　結
ゆ

衣
い

　女　健　二

横　田　大滝　莉
り

里
り

　女　祐　輔

横　田　上野　冬
とう

眞
ま

　男　将　司

仁田子　西本　朱
あか

星
り

　女　一　崇

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,402 △８

女 6,032 15

計 11,434 ７

世帯数 4,285 ６

平成25年12月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

船　津　井芹　健一　91　洋　一

津志田　鶴𥔎　安治　77　安　幸
豊　内　島田アイ子　100　　勲

田　口　成田　清女　95　紀　雄

有　安　近野　節子　78　博　史

上早川　大林　　尚　89　幸　子

豊　内　清村　　勲　89　繁　喜

上　揚　岩永　節子　85　　哲

西寒野　遠山　忠男　87　浪　惠

安　平　山下　　定　88　啓　治

有　安　赤星　俊一　64　千鶴美

岩　下　荒瀬貴美枝　89　親　一

緑　町　藤崎タマ子　91　タマ子

ひとの動き（敬称略）

12月11日（水）〜１月10日（金）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①�ブロッコリーは洗って小房

に分け、少し固めにゆでます。

②�ショウガとニンニクは、千

切りかみじん切りにします。

③�カキはたっぷりの水で振り

洗いし、ざるに上げて水を切

ります。

④�Ａの合わせ調味料を作って

おきます。

⑤�フライパンを熱し、ゴマ油

を入れて②のショウガとニン

ニクを香りが出るまで炒めま

す。

⑥�⑤の香りが出たら、①と③

を加えて手早く炒め、④の調

味料を素早く加えて仕上げま

しょう。

※ブロッコリーは、つぼみより

も茎のほうが栄養豊富です。

茎も一緒に食べましょう。

　　ブロッコリーは、ミカンと

比較すると何と４倍ものビタミ

ンCを含んでいます。ただし、

水溶性なのでゆで過ぎや水につ

けたままでは栄養が流れてしま

いますから注意してください。

がん・風邪の予防、疲労回復、

老化防止に効果があります。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

ブロッコリーとカキの炒め物

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　下横田　木村　雄介

　　妻　菊池市　武藤亜里沙

　　夫　有　安　赤星　慧真

　　妻　熊本市　脇山　美紗

　　夫　小　鹿　永野　一也

　　妻　熊本市　杉田　美代

　　夫　緑　町　宮田　　城

　　妻　緑　町　松本　　恵

　　夫　熊本市　德永　力也

　　妻　麻生原　片岡　沙織

　　夫　麻生原　伊佐　　徹

　　妻　船　津　緒方　璃菜

　　夫　糸　田　平野　令司

　　妻　熊本市　中　　　望

　　夫　熊本市　上村　芳晶

　　妻　船　津　北野　奈菜

　　夫　上　揚　赤星　　出

　　妻　鹿児島県　梅北　　恵

　　夫　上　揚　後藤　貴史

　　妻　宇城市　夏秋　みな

　　夫　熊本市　島田　和昌

　　妻　西寒野　中島　彩希

［

材料－４人分－

ブロッコリー………………１個
生カキ…………………�２パック
ショウガ………�１かけ（親指大）
ニンニク…………………�１かけ
ゴマ油…………………大さじ２
酒…………………大さじ２
しょうゆ…………大さじ１
みそ………………大さじ２
さとう……………大さじ1/2
水…………………大さじ１

｝Ａ

［

［

［

［

［

［

［

［

［

［
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こうさ広 報

　

「
肥
後
狂
句
の
魅
力
は
、
身
近

な
題
材
を
喜
怒
哀
楽
や
ユ
ー
モ
ア

な
ど
を
込
め
た
限
ら
れ
た
言
葉
で

ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
考
え
る

こ
と
」
と
話
す
の
は
、
北
川
須
美

子
さ
ん
と
廣
田
洋
子
さ
ん
。

　

肥
後
狂
句
は
、「
笠
（
か
さ
）」

と
呼
ば
れ
る
題
を
句
の
頭
に
置
い

て
、
そ
の
下
に
七
・
五
ま
た
は
五
・

七
の
言
葉
を
付
け
て
創
作
す
る
。

「
笠
の
下
に
作
る
『
付
け
句
』
に

字
余
り
、
字
足
ら
ず
が
あ
っ
て
は

だ
め
。
付
け
句
の
12
音
で
身
近
な

題
材
を
ど
う
表
現
す
る
か
」
推
敲

（
す
い
こ
う
）
を
重
ね
、
句
を
磨

い
て
い
く
。

　

約
40
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
北

川
さ
ん
の
句
を
「
思
い
つ
き
で
書

く
の
で
は
な
く
、
熟
考
を
重
ね
た

言
葉
は
奥
が
深
い
」
と
廣
田
さ
ん

は
絶
賛
。
北
川
さ
ん
の
句
の
と
り

こ
と
な
り
、
半
年
ほ
ど
前
か
ら
創

作
を
始
め
た
。
そ
ん
な
廣
田
さ
ん

を
、
北
川
さ
ん
は
「
と
に
か
く
熱

心
に
句
を
作
っ
て
来
て
く
れ
る
」

と
感
心
す
る
。

　

面
白
い
句
を
作
る
こ
つ
は
、

「
想
像
力
」
に
あ
る
と
い
う
。「
同

じ
笠
の
下
に
た
っ
た
12
音
の
付
け

句
を
作
る
も
の
だ
か
ら
、
似
た
よ

う
な
句
や
、
な
か
に
は
一
字
も
違

わ
な
い
句
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
男
性

に
も
、
少
女
に
も
、
お
ば
あ
さ
ん

に
も
な
っ
て
詠
む
と
い
い
」
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
視
点
で
物
事
を

見
る
こ
と
で
意
外
性
の
あ
る
句
が

で
き
る
と
北
川
さ
ん
。
さ
ら
に
は
、

「
言
葉
を
誇
張
し
て
、
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
句
を
作
る
こ
と
も
大

切
」
と
話
す
。「
雪
が
冷
た
い
と

か
、
空
が
青
い
と
か
、
当
た
り
前

の
こ
と
を
詠
ん
で
も
句
に
な
ら
な

い
。
風
景
を
詠
む
俳
句
な
ど
と

違
っ
て
、
心
を
詠
む
も
の
」
と
、

そ
の
極
意
を
語
る
。

　

「
お
金
が
掛
か
ら
な
い
庶
民
の

文
芸
。
多
く
の
人
と
一
緒
に
楽
し

み
た
い
」
と
話
す
２
人
。「『
目
の

回
る
』
と
『
田
舎
道
』
と
い
う
笠

で
句
を
募
集
し
て
い
る
の
で
、
は

が
き
に
書
い
て
気
軽
に
送
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
笑
顔
を
輝
か
せ
た
。

●
応
募
先

　〒
８
６
１-

４
６
２
２

　甲
佐
町
大
字
上
早
川
１
６
４
８

　

北
川　

須
美
子　

宛

Kosa
Style
こうさ スタイル

本町に肥後狂句の輪を広げるため、昨年９月に甲佐町文

化協会に加入。先月号から、本紙「うたごよみ」コー

ナーで、肥後狂句の作品紹介を開始。

北川 須美子さん
Kitagawa Sumiko

〔上早川二区〕

廣田 洋子さん
Hirota Youko

〔大町区〕

想
像
力
を
働
か
せ
、
心
を
詠
む
の
が

肥

後

狂

句

の

面

白

さ
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